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概要

自治体等によるプライベートファイバの様な地域の情報通信基盤整備が進んでいる.岐阜県では， r岐
阜情報スーパーノ、ィワエイjの全県的整備が進んでいるが，今回，整備済み区間の ATM網を介して，

複数 C氾V間での同時放送の実験を行った.地方の CATV局は，地域に密着した番組を提供できるメ

リットを持つ反面，小規模なものが多く番組提供能力に限界がある.実験では，複数の CTJV局が超

高速ネットワークを利用して，自社以外の番組をユーザーに提供する試みを行い，.CATV局間での番組

共有が充分に可能であることを実証した.本稿では，実験の概要を述べ，将来実現するであろう新サー

ビスについて考察する.

A Method for CATV Cooperation using Future Networks 

Akira ISHIDA t， JWl-ichiro HAYASHIt.l， 'TI紘uKUNII t ， Takashi NAKAKURA t and Micluhiro別AGAKIt

t:ゐifiopia.J.伊m
t :Graduate SchωlofComputer and Cogni伽 Sciences，G加物肋印刷ty

Abstract 

R民ently，some local govemments have sta巾dωm印刷inthe廿regionalnetwork infrastructure using private 

fibぽ opticlines. Gifu Prefecture， for example， h儲 begun血，ec印刷lctionof the G泊1(huomtation) Super凶，ghway

抑制御国ltireprefecture. In dus experiment， we made a muIticast over muItiple CATV providers us時恥

∞mpleted portions of恥 G出 SuperHighway鎚却M network.百les仕切帥 ofl∞alCATV providerS lies in 
泊四19progr司msofl∞alinterest.However，出関戸ogramsare mainly done on a small scale， and由国出e戸開ders
arelimi旬din what血句，can produce. In our e:珂渇riment，we協同whe血erCATV providers∞叫dairpr噂 ams

produced by 0'出，ersusing the high s戸ednetwork. ，胎proved也剖itiS possibleωshare programs among m叫，tiple
CATV providers in出isway. In出is開iper，we pr隠enta summary of由恒例>erImentand possible品加'eservtces 

based on its res叫抱.
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1. はじめに

我々は，以前CATVの特性を生かした，図 1

に示すようなPPl，スケジューリング機能を持

つ静止画放送をベースとした新サービスシステ

ムについて報告した同[4] 日本の CATV局は，

小規模なものが多く，番組提供能力に限界があ

る.また.既にデジタル化されている CS放送

に続き， BS放送や地上波放送などでもデジタ

ル化が予定されており， CATV放送も対応を迫

られている.

一方， CATV放送は地域に密着しているため，

ローカルな情報を提供できるメリットを持つ.

また，常時接続可能なインターネットサービス

を比較的安価に提供できることから，これを導

入する CATV局は増加の傾向にある.

このような背景の中で，我々は今後の C灯 V

局と超高速ネットワークの連携の可能性を検証

するため，超高速ネットワークを利用した，映

像コンテンツの提供実験を行った.映像コシテ

ンツは， DV信号にエンコードし，超高速ネッ

トワークを経由して， CATV局がサービスエリ

アにもつ地点へ伝送し，この地点から，各CATV

施設を利用して，ユーザ}へ伝送した.

本稿では，映像伝送実験概要と，本実験を利

用したCATV放送の可能性iこついてを述べる.

2章では，映像伝送実験の概要を述べ， 3章で

は，本実験にて取得した結果について述べる.

最後に 4章では，まとめと本実験を利用した

CATV放送の可能性等，今後の課題についてを

述べる.

図1 静止薗放送システム(TOPICシステム)
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2. 映像偏差実験概要

今回の CATV局への映像伝送実験は，図 2.l

の流れで行った.また，伝送経路に用いた機材

を図 2.2に示す.本実験は，超高速ネットワー

クを使った映像コンテンツの配信が実現可能な

こと，および映像が業務に耐えられるレベルで

あることを実証する目的で行った.伝送経路を

図2.3に示す.
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映像は，業務レベルでも使用されている DV

信号を用いた.現行のBSやCSでは，水平解

像度525本であるが，今回用いたDV信号は，

水平解像度約 500本，l.frameあたり 720X
480pixelの高画質フォーマットであり，遜色な

い.最初に送出地点のアナログ NTSC映像を

DVコンパーターによってDV信号にエンコー

ドし(Stepl)，Link Unit にてセル化する(Step2).
更にセル化した DV信号を，泊M スイッチか

ら，超高速ネットワークを通じて， CATV局が

サービスエリアに持つ地点へ伝送する.伝送し

たDV映像信号は，1¥百4スイッチ， Link UJUt 
を経て(Step3)，DVコンパーターにて7ナ.ログ



NTSC信号にデコードし(Step4)， CATV施設を

利用して，一般ユーザーへ送{言する(Step5).

DV信号による伝送の場合，映像等のレート

が 30Mbpsであり， 33Mbpsの帯域が必要であ

る.本実験以前に，三重県立看護大学と岩手県

立大学との問で，対向でσGN使用)，片方向
40Mbpsの帯域を確保して実施された値を参考

に，本実験では，全てのマルチキャストパスに

ついて40MbpsのCBR-PVC設定を用いた.

また， DV信号による映像伝送と同様に，よ

り低ピットレートの圧縮による画像評価のため，

MPEG2による映像伝送も行った.問'EG2に

よる伝送の場合，映像等のレートが 6.3Mbps 

であり，ヘッダを追加すると，式(1)に示すよ

うに7.2Mbpsの帯域が必要となる.今回はCBR

のため，成1)では刈M セル S3バイト中，デ

ータ部 47バイトとして，計算した.本実験で

は，片方向 8Mbpsの帯域を被保し， 8Mbpsの

CBR-PVC設定を用いた.各種映像フォーマッ

トで必要とする帯域と実験で確保した帯域を表

lに示す.

6.3MbDSXS~ と7.104持7.2Mbps'J'~"" /47・ r 成1)

DV 
MPEG2 
Real羽也。

広a穴学

今回の実験では、 ATMマルチキャストによ

る多地点中継を重視したため，帯域の絞り込み

については実施していない.今回は，映像品質

を確認するために，ーヵ所からの映像を複数の

CATV局へ伝送した.具体的には，岐阜県内の

株式会社大垣ケープ‘ルテレビ，株式会社ケープ

ルコミュニケーション長良川と，県外では，東

北地域内イシターネット相互接続研究会の御協

力でケーブルテレビキャベツへも伝送した[5]• 

ケーブルテレビキャベツへの伝送映像は，

200kbpsのR伺1Vidω であり，東北大学から無

線LANを用いてCATV局へ伝送した向[7]
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図2.3 伝送経路
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3. 実験結果

本実験において，取得した映像ヰ嘩延時間，

トラフィック状態等の結果を以下に示す.

かlageqlω'lity 

図3.1は， DV信号にて CATV局から一般ユ

ーザーに放送した映像の一例であるが，業務で

も充分に使用できるレベルの映像であることを，

CATV局担当者の目視によって確認した.また，

MPEG2映像の伝送実験においても，図 3.2に

示す映像のように，業務でも充分に使用できる

レベルであることを同担当者によって確認した.

図3.3に示すRealVidω を用いた映像は，画質

および画面サイズにおいて，前述する実験映像

に劣ることはg駄目であるが，効率的な伝送がで

きるメリットの方が大きいといえる.

De/oy 

DV信号による映像伝送実験において，送出

地点からCATV局までの問で， 0.3sec程度の遅

延が発生した.また， MPEG2による映像伝送

実験において，図 3.4に示すように， DVより

も更に約 5.frame(0.17s∞)の遅延を確認し，
送出地点から CATV局までの聞で， 0.47s∞程

度の遅延が発生した.映像機器における遅延は，

表2のとおりである.DV信号での伝送におけ

る遅延は， DV Converter， Link Unit， ATM Switch 

を合計した値であり，送出地点と受信地点とで

同じ機器を介すため，全体の遅延時間は式(め

によって算出できる.同様にMPEG2での伝送

における遅延は， MPEG2 Cod回， ATM S叩tch

を合計した値を，送出地点と受信地点とで合計

したf直である.

IlV 恥IPEGl

図3.4 MPEG2における遅延

-46-

図3.1 伝送したDV映像の一例

図3.2 伝送したMPEG2映像の一例

図3.3 伝送したRealVideo映像の一例

(1.0+O.5+0.0)x2 = 3frame =0.09鎚C利2)

表2以外の遅延については，今回計測するこ

とができなかったが，上記以外の映像機材およ

びその他機材による 0.21sooの遅延は，送出地

点から受信地点までの間で，多数の機材を使用



したため処理遅延が累積した結果によるものと

考えられる.

既存の CS放送における遅延時間は，エンコ

ード/デコードなどの映像機材による遅延が両

者でO.4sec，衛星通信の遅延が往復O.5s∞であ

り，合計O.9secである.これは，本実験のO.3sec

としづ遅延時間が，放送業務レベルで問題のな

いレベルであることを示している.

Noise 

伝送経路における機器やネットワーク状態に

起因するノイズについては，文献[8]で説明し

ている.

伝送経路における機器に起因するノイズにつ

いては，映像信号の同期を取らないまま入力を

切り替えた場合に出現するが，映像信号の同期

を考慮した切り替えを行った場合には発生しな

いことを確認している.

また，ネットワーク状態に起因するノイズに

ついては， トラフィック観測時に図 3.5に示す

セルロスが発生し，図3.6のようなノイズを確

認した.ATMネットワークでは，セルロスに

対するリカノザ機能がなく，このようなノイズ

が発生する結果となるが， リカバリ機能を追加

することで，このノイズは回避できる.

現行の BSにおいても，伝送経路に相当する

衛星との通信で，悪天候によるノイズが発生す

る場合があり，セルロスによるノイズは，放送

において問題ないレベルであると予想される.
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図3.5 トラフィックにおけるセルロス
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(以降.3frameで確認)

図3.6 セルロスによるノイズ

4. まとめと今後の課題

本稿では，今後の CATV局のあり方を提案

すべく，超高速ネットワークを利用した，番組

コンテンツの提供実験を行った.

今回の実験は，ーヵ所からのライブ映像を複

数の CATV局へ伝送する片方向の実験ではあ
ったが，超高速ネットワ}クを利用した映像伝

送が，実現可能であることを示した.

今回映像コンテンツをサーバーに蓄積し，各

CATV局へ伝送する実験は， CATV局側に前述
するシステムが整備されていないため実験する

ことができなかった，複数地点からの映像コン

テンツを，図 4.1に示す映像コンテンツサーバ

ーへ登録し，複数の CATV局が共有の映像コ
ンテンツを自由に利用した番組製作を行う実験

を行う必要がある.その様なシステムは， 1章

で述べた CATV局で利用されている静止画放

送システムを，動画放送システムに拡張したも

のに位置付けられる.また， DVD羽dω やcs
放送などでも利用され，高画質なMPEG2映像

での配信が可能である.我々は，図4.2に示す

ように各CATV局が映像コンテンツを登録し，

必要な映像コンテンツを自由に取り出すことが

できる環境を部分的に実現する実験も予定して

おり，現在の CATV局が抱えている番組提供
能力の限界を打開することができるシステムの

実証をできればと考えている.



図4.1 映像コンテンツ翻貴サーバーの一例

唱成
• 3静恒輔宇

品 、立ト/ 藤

• 盛
ta65晶

図4.2映像コンテンツ共有

画質評価については，今回 CATV局担当者

による目視で，業務利用が可能かどうかの判断

を行ったが，今後，ノイズの影響等の定量的な

評価を行う必要がある.テレビの方式や信号処

理システムの画質評価について，主観評価法な

どが報告されている例が，発信元画像と受信画

像との差分を算出し，業務レベルとして使用で

きる許容の範囲であるかどうかを判断するなど

の定量的評価を行う予定である.
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